
－

対象物の普段の使用方法に固執してしまい，別の使用方法が思いつかない
ことである。

２．普段，足し算による解法に慣れていると，かけ算による解法が思いつかな
いように，ある種の解法への慣れが他の解法の発想を制限することである。

３．いったん仮説を立てると，仮説の立証に固執し，それに合った事象だけに
注意が向くようになることである。

４．難解な問題で行き詰まった際，休憩を入れずに持続的に問題に取り組むと，
かえって解法が発想されにくくなるという現象のことである。

５．同じ構造の問題でも数字や記号で表現されると，具体的な事物によって表
現される場合よりも解法が思いつきにくいという現象である。

次のうち，機能的固着の記述として妥当なのはどれか。
１．「マッチ箱をろうそく立てに使用する」ということが思いつけないなど，

専門試験（福祉・心理）

【例題１】

（正答１）



           交流分析に関する次の記述ア～エのうちには妥当なものが二つある。それら
はどれか。
ア．交流分析では，感情的な不適応を生み出すのは出来事ではなく，その人の非合理的

な信念体系であるとし，非合理的な信念を合理的な考え方に修正していく。
イ．交流分析では，対人関係のパターンを分析するゲーム分析や人が無意識に演じてい

る脚本分析などを行う。
ウ．交流分析では，人間は劣等性を持つ存在であるとし，劣等感を補償するために，よ
り強く完全になろうという意志を「権力への意志」と呼んで重視する。

エ．交流分析に基づいて開発された性格検査法にはエゴグラムがあり，親，大人，子ど
もの自我状態からパーソナリティの特徴を捉える。

１．ア，イ
２．ア，ウ
３．ア，エ
４．イ，エ
５．ウ，エ
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【例題２】

（正答４）



　「９歳の壁」（「１０ 歳の壁」）に関する記述として妥当なのはどれか。
１．近年では栄養状態が改善され身体的発達はよくなっているものの，９歳前後の児
童期の運動機能の低下が顕著になっていることである。

２．セルマン（Selman, R.L.）による社会的視点取得の発達において，未分化・自己
中心的な視点の水準から，主観的・分化した視点の水準にいたる難しさのことで
ある。

３．学力の個人差が拡大し，その学年に期待される学力を形成できていない子どもの
数が増加する現象のことである。

４．エリクソン（Erikson, E. H.）が提唱した，この時期に訪れる「勤勉性 対 劣等感」
という心理社会的発達課題のことである。

５．９～ １０ 歳前後の急激な身体的変化において，男子の成長のピークが女子よりも
遅れることである。
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【例題３】

（正答３）


	23-11・上級・心理・一般心理学
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